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ジ ャイ ナ教 古 聖 典 とDhammapada

渡 辺 研 二

は じめに

周知のごとく,ジ ャイナ教 と仏教の比較は,両 教が同じ時代,同 じ地域で興起

したことから,相 互が格好の材料 を提供 してくれる.仏 教研究の盛んな我が国に

おいて,こ の比較研究は一分野を形成 し,現 在大 きな進展を見せている.こ の分

野の先駆者中村元博士は一連の原始仏教研究,お よび有名な 『スッタニ ・パータ』

や 『ダンマパダ』の翻訳の訳注において,多 くの箇所で仏典のジャイナ教聖典 と

の類似表現に注意をし,そ の結果を利用して,原 典の理解に大きな成果をあげた.

さらに,京 都の荒牧典俊教授は 「Pali parissayaについて」(足利惇氏博士喜寿記念

『オリエント学インド学論集』1978年)に よって,難 語parissayaを ジャイナ教文献な

どの様々な文献 との比較によって,意 味を解明し,若 手の研究者に感銘を与えた.

この小論では仏教徒にとって,特 に人気のある 『ダンマパダ』すなわち 『法句経』

とジャイナ教聖典の類似表現を取 り上げたい.現 在 までに本邦において既に 『ダ

ンマパダ』の研究には膨大な成果が発表されている.中 でも 『ダンマパダ』と各

種の文献 との詳細な対照表に関しては水野弘元教授 によって 『法句経の研究』春

秋社1981年 という大部の研究書が発表 されている.さ らに西洋においては,著

名なジャイナ教研究者であるW.B.ボ レ教授がReverse Index of the Dhammapada,

Suttanipata, Theragatha and Therigatha Padas with Parallels from the Ayaranga, Suyagada, 

Uttarajjhaya, Dasaveyaliya and Isibhasiyaim Studien zur Indologie and Iranistik,

Monographie8,Reinbek1983.と い うジャイナ教聖典 と原始 仏教聖典 の一種 の対 照

表 を発 表 してい る.最 近,我 が国で は山崎守一教授 によって 「Dhammapada並 行

詩脚 対照表」(高 木訷 元博士古希記念集論 『仏教文化の諸相』2000年)が 発表 され た.

こ れ も上記の研 究書 に加 えて大 い に参考 にな る対 照表で ある.今 回は この水野 弘

元教授,W.B.ボ レ教授,山 崎守一教授 の対 照表に記述 されていない類似 表現 を取

り上げ る こととす る.す なわち,Dhammapadaと ジ ャイナ教古聖典 と くに最古 の
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ジ ャ イ ナ 教 聖 典Ayaranga-suttaと の 類 似 表 現 を 扱 う こ と に よ っ て ,ジ ャ イ ナ 教 と

仏 教 の 比 較 研 究 に 少 し で も 貢 献 し た い と 考 え て い る.現 在 ま で に 筆 者 は,

「Uttarajjhayaの 研 究III-Utt.X,23,36とDhp.285― 」(『 印度 学 仏 教 学 研 究 』 第24巻

第1号1977年)で ジ ャ イ ナ 教 と仏 教 に 伝 え ら れ る蓮 と水 の 譬 喩 の 類 似 表 現 を 扱 い,

ま た"Avoiding all sinful acts by both Buddha and Mahavira",(Bulletind' Etudes Indiennes,

No.11,Parisl993)で 諸 悪 莫 作 の 表 現 が マ ハ ー ヴ ィ ー ラ 出 家 直 後 の 言 葉 とパ ラ レ ル に

あ る こ と を 指 摘 し,感 官 を 制 御 す る と い うAyaranga-sutta,Isibhasiyaim29,19と

Dhp.360,361,の 表 現 が 類 似 して い る こ と を 論 じ た.本 稿 で は 参 考 に な る 『ダ ン マ

パ ダ 』 の 翻 訳 は,内 外 に 多 数 の 翻 訳 が 発 表 さ れ て い る が,英 国 の ノ ー マ ン 教 授 の

K.R.Norman;The Wordofthe Doctrine(Dhammapada),Pali Text Society Translation

SeriesNo.46,PaliTextSociety,Oxfordl997.を 参 照 し,本 邦 の 中 村 元 博 士 に よ る 中

村 元 訳 『ブ ッ ダ の 真 理 の こ と ば/感 興 の こ と ば 』 岩 波 文 庫,東 京1978年,つ い

で 最 近 の 榎 本 文 雄 教 授 の 「偶 文 の 解 釈 研 究1(『 法 句 譬 喩 経 』 現 代 語 訳 『真 理 の 偶 と物

語 』 上 下,大 蔵 出版2001年).ど い っ た ノ ー マ ン,中 村,榎 本 の 三 先 生 の 翻 訳,訳

注 に よ っ て 『ダ ン マ パ ダ 』 の 解 釈 の 最 前 線 に 出 る こ と が で き る と思 わ れ る.加 え

て 藤 田 宏 達 教 授 も ま た 「ダ ン マ パ ダ(真 理 の こ とば)」(『 ブ ッダ の 詩1』 原 始 仏 典 七)

講 談 社1986の 中 で ジ ャ イ ナ 教 聖 典 と の パ ラ レ ル に 考 慮 し た 翻 訳 を 発 表 さ れ て い

る.今 回 の 比 較 に お い て はDhammapadaの 和 訳 は 最 も 普 及 し て い る 中 村 元 訳

『ブ ッ ダ の 真 理 の こ と ば/感 興 の こ と ば 』 岩 波 文 庫,東 京1978年 の も の を 使 用 し,

テ キ ス ト は0.von Hinuber and K.R.Norman;DHAMMAPADA,Pali Text Society,

Oxford1994の 新 版 を,そ し てAyaranga-sutta(Ayar.)の テ キ ス ト は 定 評 の あ るW.

Schubring;Ayaranga-sutta(Erster Srutaskandha),Abhandlungen fur die Kundedes

Morgenlandes,Bandl2.Nr.6,Leipzig1910.を 使 用 し た.Ayar.の 当 該 箇 所 の 和 訳 は

渡 辺 の 試 訳 で あ る.

Dhammapadaと ジ ャ イ ナ 教 古 聖 典(Ayaranga-sutta)

[I.]Dhammapada8c:Ayaianga-suttaI,2,5,2(p.10,1,26)

bhojanamhicamattannum

食 事 に関 して(適 当 な)量 を知 り,

Dhammapada185c:

mattannuta ca bhattasmim

食 物 に関 して(適 当 な)量 を知 り,

と い う表 現 に 対 し ジ ャ イ ナ 教 で は,
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Ayaranga-sutta I, 2, 5, 2(p. 10, 1. 26): 

laddhe ahare anagaro mayam janejja

出家 は食 物 を得 るの に さ い して量 を知 れ.

が 比 較 さ れ る.Dhp.8c,185cのmattannuはmatra(量)とjnaと(知 る)の 組 み

合 わ せ で あ り,Ayar.のmayamjanejjaも 同 じ くmatramjnaの 組 み 合 わ せ で あ る.

修 行 者 が 食 事 の 量 を 節 制 す る とい う こ と は,イ ン ドで は 一 般 に 認 め ら れ て い た こ

と で あ り,ジ ャ イ ナ 教,仏 教 だ け で な く,叙 事 詩 で も 「暮 ら して 行 け る だ け の 食

物 を とれ 」(yatrarhamaharam 、ihadadita;Ⅶ,270,24)い う.

[‡U.] Dhammapada 21 ab: Ayaranga-sutta, I, 3, 4, 1(p.16, 1.26) 

appamado amatapadam apamado maccuno padam,

つ とめ励むのは不死の境地である.

怠 りなまけるのは死の境涯である.

という表現に対 しジャイナ教では,

Ayaranga-sutta, I, 3, 4, 1(p.16, 1.26): 

savvao pamattassa bhayam, savvao apamattassa na' tthi bhayam
一切処において

,不 注意な人にとって恐怖がある.

一切処において
,注 意深い人にとって恐怖はない.

see Dhp. 31 ab=32ab: 

appamadarato bhikkhu parnade bhayadassiva

いそしむことを楽 しみ放逸に恐れをいだ く修行僧は,

一般 にpramadaを 「怠惰」
,apramadaを 「精 励」 と解 して,出 家修 行者 の実践 に

おけ る心構 え とい うよ うに説 かれてい る.事 実 ジャイナ教 と仏教で は共 に と くに

怠 けて はな らぬ,修 行に努力精 励せ よ,と い うことが いたる所 で述べ られ ている.

特 に仏教で は 「怠惰で ない こと」(=策 励)は 最上の財宝(dhanamdettham;Dhp.26c)

で あ り,賢 者 はそれを楽 しんでい る(panditaappamadepam・danti;Dhp.22bc).そ れ が

聖 者 の境 地(ariyanamg・carerata;Dhp.22d)で あ る とい わ れ て い る.ま とま って

『ス ッタニパー タ』 の第二章 一 ○節 「はげみ」,『ダ ンマパ ダ』 第二 章 「はげみ」

で は と くにpamada(pramada)を 強 調 して い る.一 方,ジ ャ イ ナ教 で は マハ ー

ヴィーラの 「ゴーマヤ よ!― 瞬 た りとも怠 るなかれ」(Utt.第10章)と い う言 葉が
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有名で あ る.こ れ はマハー ヴィー ラの一番弟子 ゴーヤマにたいす る警策 の言葉 と

して 『ウ ッタ ラッジャー ヤー』第10章 で繰 り返 され る 「怠 るなかれ」(mapamay.

ae)と い う言葉 に端的 に見 られ るよ うに,ジ ャイナ教 で も強調 され ることで ある.

故L.ア ル ス ドル フ教授 は この箇 所 を注釈 や伝 統的解釈 をすべて否定 して,「 ゴー

ヤマ よ!こ の(人 間 に生 まれ た)機 会(samaya)を 逸 す るなかれ」 と新解釈 す る

も,筆 者 はかつ て注釈 者や伝 統的解釈 に従 って,「 ゴーヤ マ よ!一 瞬 た りとも怠

るこ となかれ」(samayam Goyama! ma pamayae)と 理 解 す ることが 自然で ある と論 じ

た.し か しなが ら,pramadaの 一 般 的解釈 に関 しては,ジ ャイ ナ教 ではappamada

は 「注意深 くす るこ と」,pamadaは 「不注 意」 の意 味合 いが強 い.こ れ は 「注意

深 くす るこ とで」周辺 の霊魂 を傷つ け,殺 す こ とを避 ける ことがで きる,し か し

「不注 意」 は知 らず知 らず の うち に霊魂 を殺 してい る,と ジャイ ナ教徒 は考 えて

い るので ある.あ らゆ る動作が生 き物 に対 す る暴力 を引き起 こす とい う状況認識

であ る.サ ンスク リッ ト語で は否定辞 のついた名詞 は積極 的に強い意味 をもつ こ

とがあ る.し たがってapramadaは 「不放逸」 は積極 的に 「注意深 い こと」 とい う

よ うな 意 味 に な り う る.こ のAyaranga-sutta,I,3,4,1で は 古 い 注 釈Cunniは

bhayam kammamと 解 釈 して 「恐怖」とは業(kamma)で あ る,と す る.一 方,Tika

は普 通 にbhayam bhitih(172a)と 同義語 を繰 り返 す こ とに よって語釈 を示す.こ

のCunniの 解 釈 はおそ ら く 「不注 意(pamaya=pramada)が 業(の 原因)で あ り,注

意深 い こ と(apparriaya=apramada)は そ れ と反 対 で あ る と説 か れ る.そ れが有 り,

あ るい は無 い ときに,そ れぞれ愚者(bala)あ るい は賢者(pandiya)と され るので

ある」(Suy.I,8,1-3)と い うアーガマの解釈 を引 き継いでい るので あろう.

[‡V.] Dhammapada 25: Ayarahga-sutta, I. 6, 3, 3(p.30,1.6) 

utthanen' appamadena sannamena damena ca 

dipam kayiratha medhavi yam ogho nabhikirati.

思慮ある人は,奮 い立ち,努 めはげみ,自 制 ・克己によって,

激流もおし流すことのできない島をつ くれ.

とい う表現 に対 しジャイ ナ教で は,

Ayaranga-sutta, I. 6, 3, 3(p.30, 1. 6) 

jaha se dive asamdine evam se dhamme ariya-desie.

あたかも水に浸ったことのない州のように,そ の法は聖者に
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よって説かれたのである.

イ ン ドにおけ る洪水 の とき,若 干高 くなって いる州 が水 に浸 らな いこ とか ら,こ

の ようにい うので ある.こ の場合diva(-dvipa)は 州 あ るいは島を意 味す る.ジ ャ

イ ナ教 の文脈で は仏教 にお ける法 灯明 自灯 明の灯明(dipa)の 意 味 には取 るこ と

がな いよ うで ある.こ のAyar.で は 法(dhamma)が 州 にた とえ られ てい る.こ の

ことは次 にあげ るゴータマ ・ブッダの最後 の旅 にお けるアーナ ンダ に対す る説法

の内容 を思 い出 させ る.つ ま り,「 それゆ え,ア ーナ ンダ よ!自 らを島(dipa)と

し,自 らをた よ り(sarana)と して,他 の ものをた よ りとせず,法(dhamma)を 島

(dipa)と し,法 を よ りどころ(sarana)と して,他 のものを よ りどころ とす るな」

(DN. vol. II, p. 100=MPS. II, 25-26.) (Tasmat ih' Ananda atta-dipa viharatha atta-sarana ananna-

sarana, dhamma-dipa dhamma-sarana ananna-sarana) 

[IV.] Dhammapada 34cd: Ayaranga-sutta, I, 4, 3,2(p.19,1. 26) 
varijo va thale khitto okamokata ubbhato 

 pariphandat' idam cittam Maradheyyam pahatave.
水の中の住居から引き出されて陸の上に

投げすてられた魚のように,こ の心は,悪 魔の支配

からのがれようとしてもがきまわる.

とい う表現 に対 しジ ャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, I, 4, 3, 2(p. 19, 1. 26) 

logam ca pasa vipphandamanam

世間の生きものが(痙 攣するように)震 えているのを見 よ!

陸 に上が った魚 が苦 し くて震 えて い る,と い う譬喩 は大変生 々 し く,状 況 を描 い

て い る.『 ダ ンマパ ダ』 に陸 に 上 が っ た魚 の 譬 え が示 され て い るの で,動 詞

pariphandati,vipphandamanaは 共 にspandで あ り 「振 動 す る」 「震 え る」 しか も

「痙 攣性 の震 え」が そ の意味 にあ るのが背 景 と共 に よ く理解 で きる.古 い注釈

Ayar.Cunni147はlogosavvojiva-logoと 注 釈 して,世 間 とは世 間 の霊魂Giva)を

示 唆 してい る.世 間 の霊 魂(生 き物)は 様 々 な暴 力の危険 に震 えて い る,と い う

よ うにジ ャイ ナ教 で は考 えて いた,と い うよ うに解釈 で きる.『 ダ ンマパ ダ』 の
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譬 喩 によって,Ayar.の 当 該箇所 が生命 の危機 に関わ るよ り生々 しい描写 であ る

ことが判 明 した.な お,後 世の注釈文献(Devanandinad.TS.6.11)に 「霊魂点の振

動」 とい う意 味でparispandaと い う単語が用い られて いるこ とも付 け加 えてお く.

このDhp.34cdとAyar.1,4,3,2の 「陸 に上が っ た魚 」 の類似 表現 は 『ス ッタニ

パ ー タ』 の方 に複数 の類似 表現 が み られ る.こ の 『ダ ンマパ ダ』 と 『ス ッタニ

パ ータ』 の類似 表現 は現在 まで の対照表 にはのっていない.さ らに,「 陸 に上が っ

た魚」 の類似 表現 は東北大学 の後 藤敏文教授 に よれば,バ ラモ ン系 の文献 に もみ

られ,『 マヌ法典 』に もあ る,と の ご指摘 を うけた.記 して感謝 す る.

古 い仏典 『ス ッタニパ ータ』 には次 の類似表現が み られ る.

see: phandamanam pajam disva macche appodake yatha 

annamannehi vyaruddhe disva mam bhayam avisi.(Sn. 9006)

水の少ないところにいる魚のように,人 々が慄えているのを

見て,ま た人々が相互に抗争しているのを見て,私 に恐怖が起った.

see: passami loke pariphandamanam 

pajarn imam tanhagatam bhavesu, (Sn. 776ab)

この 世 の 人 々 が,諸 々 の 生 存 に とらわ れ,ふ る えて い る

の を,わ た し は見 る.

Anne pi passa gamine yathakammupage nare 

maccuno vasam agamma phandante v' idha panine(Sn. 587;

見よ。[生 きている]人 々は,ま た自分のつ くった業にしたがって死んで行 く.か れ ら生

あるものどもは死に捕らえられて,こ の世で慄えおののいている.

「陸に上がった魚」の譬えは他のジャイナ教文献では,

tattha mamda visiyamti maccha apodae jaha(Suy. 1. 3. 1. 5)

まるで水のない ところの魚のように,意 気消沈してしまう.

maccha va jhina-paniya kankanam ghasam agata(Isibh. 41. 4)

譬えば(自 己の居る)水 の尽きたる魚達は諸々の鷲の餌 となる如 く,(松 濤誠廉教授訳)

が ある.

[V.] Dhammapada 85: Ayarahga-sutta, 1, 6, 5, 6(p.32, 1. 21) 
appaka to manussesu ye jana pa-rag-amino, 

athayam itara paja tiram evanudhavati.

人々は多いが,彼 岸に達する人々は少ない.

他の(多 くの)人 々はこなたの岸の上でさまよっている.
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とい う表現 に対 しジャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, 1, 6, 5, 6(p. 32, 1. 21) 

se hu paramgame muni

かれはじつに彼岸に行った聖者である.

[VI.] Dhammapada 325: Ayaranga-sutta, 1, 1, 6, 1(p.5, 11. 3-4) 

punappunam gabbham upeti mando.

愚鈍な人は,く りかえし母胎に入って(迷 いの生存をつづける).

とい う表現 に対 しジ ャイナ教で は,

Ayaranga-sutta, I, 1, 6, 1(p.5, 11. 3-4) 

esa samsare tti pavuccai 

mandassa avijanao.

無智なる愚鈍な者にとって,こ れは輪廻 と呼ばれる.

[‡Z.] Dhammapada 366ab: Ayaranga-sutta, I, 2, 4, 4(p.10. 1. 4) 

appalabho pi ce bhikkhu salabham natimannati

とい う表現 に対 しジャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, 1, 2, 4, 4(p.10. 1.4) 
'na me dei' na kuppejja thovam laddhum na khimsae

,

「かれは私に与えない」 と怒ってはならない.得 るものが僅かであっても,不 平をいって

はならない.

[‡[.] Dhammapada 367ab : Ayaranga-sutta, I, 2, 5, 3(p.10, 1.20) 

 sabbaso namarupasmim yassa n' atthi mamayitam

名称 とかたちに とって,「 わがもの」という思いが全 く存在 しないで,[何 ものも無いか

らとて憂えることの無い人,― かれこそ,〈修行僧〉 とよばれる.]

とい う表現 に対 しジャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, I, 2, 5, 3(p.10, 1. 20)
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pariggaharn arnamayamane,

所有物をわがものと見なさない.

[IX.] Dhammapada 370cd: Ayaranga-sutta, 1, 2, 6, 4=I, 5, 3, 5(p.12, 1. 17=p.23, 1. 29) 

 pancasangatigo bhikkhu oghatinno ti vuccati.
五つの執着を越えた修行僧は,〈激流を渡った者〉 とよばれる.

とい う表現 に対 しジャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, I, 2, 6, 4=I, 5, 3, 5(p.12, 1. 17=p.23, 1. 29) 

esa ohamtare muni tinne matte virae viyahie - tti bemi.

この 者 を激 流 を横 切 っ て,渡 っ た,解 脱 し た,欲 望 を 制 した 聖 者(ム ニ)で あ る と解 説

す る と,わ た しは言 う.

Dhp.370の 五 つ の 執 着 は貪 り(rata)と 怒 り(dosa)と 迷 妄(moha)と 高 慢(mana)と 誤 った

見 解(ditthi)と で あ る,と 注 釈 に あ る が,こ の項 目 は ジ ャ イ ナ教 に共 通 の も の で あ る.

[X.] Dhammapada 379cd: Ayaranga-sutta, I, 3, 3, 1(p.15, 1. 25) 

so attagutto satima sukham bhikkhu vihahisi.

とい う表現 に対 しジャイナ教 では,

Ayaranga-sutta, I, J, 3, 1(p.15, 1.25) 

aya-gutte saya dhire j aya-mayae j avae

賢者(気 をつけている人)は つねにアー トマンを護っている.

dhiraは 普 通,賢 者 と訳 されてい るが,中 村元博 士に よれば,現 代 の ヒンデ ィー語

でも 「気 をつけて」 とい う意味があ り,「 気 をつ けて思慮す る人 々」 の ことをdhi-

raと い う,と 指摘 されてい る.上 記Dhp.379で もattaguttoの 次 にあるsatimaに も

「気 をつ ける」の意味が ある.以 下,Ayar.1,3,1,3のayaguttaの 前 にapPamatta(注

意深 くする)が 置 かれ,さ らにAyar.1,8,2,4のaya-guttaの す ぐ前 にpadilehae「 気

をつけて観察 す る」 とい うジャイナ教特有 の動詞が置 かれ ている.aya-gutta(ア ー

トマンを護 る)と い う単語 の前後 に は 「気をつ ける」 とい う意味の単語が付 いて く

ることは注 目に値 す る.

see: Ayar. I, 3, 1, 3 (p.13, 1.26) 

appamatto kamehim, uvarato pavakammehim, vire ayagutte,
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アー トマンを護っている勇者は,諸 々の欲望によって放逸 となることなく,諸 々の悪業

を留めた.

Ayar. I, 8, 2, 4(p.34,1, 30): 

goyarassa anupuvvenam sammam padilehae aya-Butte.

[修行者は]ア ー トマンを護って,対 象を順次に正しく(気 をつけて)観 察すべし.

[XI.] Dhammapada 418a: Ayaranga-sutta, 1, 2, 6, 3 (p.12, 1.11) 
 hitva ratin ca aratin ca

Ayaranga-sutta, I, 2, 6, 3(p.12, 1.11) 

naraim sahae vire, vire no sahae ratim

see: Ayar. I, 3, 1, 2(p.13, 1.16) 

siosina-ccai se nigganthe arai-rai-sake pharusiyam no veei.

寒 ・暑を捨てたニガンタは不快 ・快に堪え,感 触を感じない.

以 上.

〈キ ー ワ ー ド〉Dhammapada,Ayaranga

(前大正大学非常勤講師)

掲載されなかった諸氏の発表題目(3)

Godana儀 礼 とvedavrata

梶 原 三恵子(京 都大学非常勤講師)

無 自性論証 と経典 の権威

―Kamarasilaの 経 典採用方法 について―

計良 龍成(鶴 見大学)
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m-iddha- with a 'hiatus-bridging' m was misunderstood as thina- + middha-; 
the artificial word middha- has no different sense from that of thina (mid-

dha)-". This theory contradicts our philological research: 1) since the early 
stage of the Pali Canon (Gatha), middha- and its derivative middhin- are used 

as simplex with a different meaning from thina-; 2) Amg. thinagiddhi/thi-
naddhi- is attested only in enumerations of technical terms and is evidently 

younger than Pali middha-. 
Pa. (= BHS) middha- nt. 'drowsiness, doze' is supposed to have developed 

from ved. mrdhra- (RV +) nt. 'fatigue, decrease of activity, etc.', adj. 'tired, 

inactive, negligent, etc.' as well as p.p. mrddha- (Br.). For want of sleep, 

monks and nuns were annoyed by sleepiness anddoze especially during jha-
na- (dhyana-) 'sitting meditation', which caused a specialization of the sense 

of middha-. On the other hand, thina- (< *stina-; cf. Skt. adj. styana- 'coagulated, 
stagnant') was used as a nt. noun 'stagnation/inactivity of mental function 

(citta-), depression' esp. with regard to the meditation. As a hindrance to 
meditation, thina- and middha- combined into a dvandva-compound thina-

middha-, rendered styana-middha- in BHS. In the course of time, the sense 
of the compound was simplified to 'doze, sitting or walking sleep' and the 

beginning consonant of middha- became obscure. Probably in this period, 

thina-middha- with its synonyms nidda- and pacalayika- was introduced 
into Jainism, composing a part of Darsanavaraniya-Karman. Contrary to 

Edgerton's theory, m in middha- was removed to build Amg. thinaddhi- (Jai-
na-Skt. styana-rddhi-), or replaced with g (under association with giddhi- 'greed') 

to bring forth thinagiddhi- (styana-grddhi-). Since the original sense of mid-
dha- 'sitting sleep' or 'walking sleep' was allotted to payala- (pacala-) and 

payala payala (pacalapacala-), thinaddhi-/thinagiddhi- was reinterpreted as 'ac-
tion in sleep, somnambulism, etc.'.

163. A Select Comparison of Passages from the dhammapada and the ayar-

anga-sutta 

Kenj i WATANABE
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As is well known, Buddhism and Jainism share many common elements 

in their phraseology. The subject has been often investigated. For an investi-

gation of the close parallels which can be traced between Pali and Ard-

hamagadhi texts, see H. Nakamura, "Common Elements in Early Jain and 

Buddhist Literature", in Indologica Taurinensia vol.XI (1983), pp. 302-330 

(Proceedings of the International Symposium on Jaina Canonical and Narrative Lit-

erature. Strasbourg, 16th-19th June 1981); K. Mizuno,"Hokkukyo no kenkyu" 

Shunjusha Tokyo, 1981.; W. B. Bolle, "Reverse Index of the Dhammapada, 

Suttanipata, Theragatha and Therigatha Padas with Parallels from Ayaranga, 

Suyagada, Uttaraj jhaya, Dasaveyaliya and Isibhasiyaim", Studien zur Indolo-

gie and Iranistik, Monographie 8, Reinbek 1983 ; C. Caillat, "Jainology in 

Western Publications ‡U", in Jain Studies in Honour of I Deleu, ed. by R. 

Smet and K. Watanabe. Tokyo, 1993, especially pp. 50-51. In this small pa-

per, I would like to indicate comparable passages which seem to have been 

overlooked so far. 

164. On the Pervasion of hetu in paksa 

Noboru UEDA 

In connection with the first condition of hetu (logical reason) some classical 

Chinese and Japanese treatises dealing with Buddhist logic refer to an oppo-

nent who argues that every paksa-dharma necessarily pervades the paksa 

and there cannot be a paksa-dharma that exists only in a part of the paksa. 

Logically speaking, however, the position of the opponent, it seems to me, 

can be that of Dignaga. In order to understand the position, the present pa-

per proposes a mass interpretation, according to which the paksa is consid-

ered to be a mass of a certain kind of substance designated by a mass term 

such as "a cup of blue water", and the paksa-dharma is considered a proper-

ty of the mass, such as "blue".
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